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今年度も半分が過ぎました。早いですね。
４月に新しく入園したこどもたちもゆったりと園生活ができるようになってきました。
そして、私との関係も少し深まってきたように感じます。

「きのう、○○へ行ってきたよ」「髪の毛、切ってもらった」「このくつした 買ってもらった」・・・・・。
休み明けは、たくさんの報告があります。
心の扉を開いて話しかけてくれるのです。

「○○で何をしてきたの」「誰に切ってもらったの」「どこで買ってきたの」・・・・・。
と、聞いてみます。
こどもたちには、いろんな気持ちがあるので、お話しはいつまでも続きます。

「こどもの心に扉があるとしたら、その取っ手は内側にしかついていない」と言われているので、
大人の都合で話しかけても、扉は開かないことがあります。

こどもが気持ちを表したときは、できる限り寄り添い、対等に向き合うことで、
自分から発信できる子、いろんなことに気づける子になってくれるといいなと思います。

＜心の扉＞　　　　　　　　　　　　　　園長　遠藤雅丈

園だより

☆頑張った運動会!
先月はお忙しい中、運動会に参加いただき、また温かい声援ありがとうございました。天気も心配しましたが、

子どもたちが作ったてるてるぼうずが効いたのか園庭で気持ちよく行う事ができました。「最後まで頑張る！」

「負けないよ！」と張り切っていた子ども達。たくさんの人の前で緊張もあったようですが、「がんばった！」「楽し

かった！」「また踊りたい！」の声もたくさん聞こえ、嬉しく思いました。運動会を通して、仲間と取り組む楽しさ、

達成感、次への意欲など得たものは大きかったと思います。

☆楽しかった遠足！
今年は、関市の「中池ファミリーパーク」までバスに乗って行きました。バスの中では「どんな公園かな？」「何

して遊ぶ？」などと楽しみにする声が聞こえてきました。公園に着くと、「うわぁ～！！」と目を輝かせる子ども達。

登ったり、ネットの上を歩いたり、芝生で走り回るなど、自分達で遊びを見つけ思い切り体を動かしていました。

また、遊具の階段を怖がるひよこ組さんにそっと手を差し伸べて、「大丈夫やよ。」と声をかけ、一緒に昇ってく

れたぞう組さん。とても素敵な姿を見ることができました。こんな優しい姿がこども園に広がるとうれしいなと思

います。こあら組さんは、線路沿いまで散歩。電車に手を振り、秋の草花や小さな虫とふれあうなどして遊びま

した。

大きな遊具やいろんな形の遊具などで友だちといっぱい遊び、つくってもらったお弁当を嬉しそうに食べて、大

満足の一日でした。（職場体験の中学生のお兄さんやお姉さんとも遊ぶこともできました。ありがとうございまし

た。）
「いってらっしゃい！」と、

バスを見送ってくれた

こあらさん。



＜１１月の行事予定＞
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お し ら せ

☆個人懇談について（５～８日）

懇談週の延長保育は遊戯室で行います。保護者の方は遊戯室までお迎えをお願いしま

す。

☆歯科検診について（６日）

当日に健康ノートを持ち帰ります。処置歯がありましたら、受診をお願いします。

☆劇総練習（２８日）

るくみー用の写真を撮ります。

劇の衣装を指定されたクラスのお子さんは、登園時に着用してきてください。

※劇の練習が始まります。登園時間を守り、お子さんがスムーズに活動できるよう、ご家

庭で協力をお願いします。

３日（火） 福寿会交流会 ４日（水） おもちつき

７日（土） 劇発表会 １０日（火） 体操

１２日（木） サッカー １３日（金） 消防総合訓練

１７日（火） リトミック ２３日（月） お花の会（年長）

２４日（火） クリスマス会

※幼児コース ２７日～６日まで

※保育納め 冬休み ２８日～５日まで

☆遠足でのつぶやき☆
☆２羽の白鳥をじっーと眺めている女の子。

（保）「きれいだね。」

（子）「あの白鳥くっついたらハートにならないか見てる

の。」

（保）「すごいね。白鳥が向き合うとハートになるもんね。

なるほど。くっついてくれるといいね。」

☆山を登って栗とどんぐりを発見！

（子）「先生どんぐりが大きくなったら、栗になるの？」

（保）「おもしろい！」

子どもは名前が似てるとそう感じとるんですね。


